　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006.5.12.

文京区長　煙山　力　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新大塚公園を守る会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　岡野　薫

平成18年４月21日付け書状を拝受いたしました。

新大塚公園に関わる事柄が多数の区民と地域住民にとりまして極めて重要な問題でありますが故に、再三に亘って貴職と面談いたしたくお願い申し上げておりますが、先般　頭記の書面をもって、当面は不能であるとのご返事を戴き、

甚だ遺憾に存じております。

本件に関して、私どもは教育委員会が主催する説明会に過去4回出席するなどして、教育委員会のご意向を伺い、又私どもの意向を、その席上或いは文書などを通じて、教育委員会には繰り返しお伝えしております。

［50年100年の評価に耐えられるだけの、教育内容の充実した学校を最適の地につくることが、文京区を「日本一の教育のまち」にするための最良の選択である］とされる貴職のご意向は教育委員会を通じて私どもは繰り返し伺っております。

「教育内容の充実した学校」をつくることの重要性には全く異論を持つものではありません。しかしながら、それと「建物が大きく設備が充実した学校」とが同義ではないと私どもは考えております。

又、「50年100年の評価に耐えられる」ことは理想としては云い得ても、社会環境の変化・価値観の変化のめまぐるしいこの時期に、50年100年先を描くことは現実としては不可能であると考えます。

膨大な財政上の影響、文京区の資産即ち区民の資産に対する甚大な影響を含めて、社会的に極めて大きな影響をもたらす学校再配置計画であります。

見通しをつけがたい将来を不確実な根拠をもとに推測して計画をつくり、これを性急に実行して、その評価は後世の判断に委ねると云われるのであれば、

行政は無責任の誹りを免れません。

これらの観点から、貴職がそのご意向を実現する為の手段の一つとして、五中・七中の統合を全体の再配置計画から切り離して先行させ、新大塚公園と教育センターを廃止して、此処に統合校の建物を建設する計画を強行されようとしていることに、私どもは大きな危惧を禁じ得ないのです。

この問題の中で、私どもの　わけても重大な関心を引いているのが新大塚公園の廃止計画であります。

新大塚公園が地域にどれほど深く根付いている公園であるかは、貴職も認識されているものと存じます。もし貴職にこのご認識が無いのであれば、直ちに

都市計画部・土木部など関係部局からご聴取下さい。
新大塚公園は極めて優れたコミュニティーとして長く確立されております。

老若男女、多様且つ多数の利用者がそこで織りなす人間模様は芳醇な文化を形作っております。どのような観点からも廃止することなど考えられない公園です。これを廃止することは自然環境の破壊であると共に、貴職が大切に思っておられる将来の子供達の為の教育環境の破壊に他なりません。

貴職は代替公園の整備を挙げられますが、五中跡に公園をつくっても、それが

新大塚公園の代替として役に立たないことは、既に教育委員会が私どもとの

話し合いの中で認めているところです。

教育の森公園を挙げられますが、春日通りを渡ってそこまで行くことに困難と不自由を覚える方（障害を持たれる方、老齢の方、複数の幼児を伴った方など）が新大塚公園の利用者の中には大勢おられます。

目白台運動場もあると云われますが、此処を利用するであろうのは、野球・

サッカー・ゲートボールなどチ―ム・倶楽部として現在新大塚公園を利用しているグループに属する方々が主体でありましょう。親子兄弟同士とか友人仲間達と随時適時に集まって来て球技を楽しんでいる大勢の方々にとって、目白台運動場は新大塚公園の替わりにはなり得ません。

老若男女が混然として多目的に同時並行的に利用している現在の形の新大塚公園があってこそコミュニティーがあり文化があるのです。公園が果たしている役割や機能を個別に切り離して分散すれば、コミュニティ―も文化も同時に

雲散霧消します。再構築するのは不可能です。

貴職は地域の現在の落ち着いた環境が乱れることは無いと云はれますが、そもそも春日通から一歩入れば大塚1・2丁目と小日向台一帯は閑静な住宅街であり学校地域であります。中学校が一つ増えても、環境は表面的には余り変わらないように見えるでしょう。私どもが問題にしているのは、新大塚公園が無くなること、即ち貴重なコミュニティ―と文化が失われることであり、ご指摘の点とは全く次元を異にするものです。

私どもは文字通り命がけで新大塚公園の存続を要望しております。

書面では尽くしきれない点が多々あります故、是非とも早急に（5月20日に

予定されている街角対話以前の日時に）面談の機会を得たく、重ねてお願い申し上げます。

折り返しのご回答をお待ち申し上げます。　　　　　　　　　　　敬具

